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科学事業の⽅向性
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私たちは、社会を⽀えるプロフェッショナルの
ニーズの⼀歩先を読み取り

⾰新的な製品と期待を超えるサービスで
最適なソリューションを提供し

世界の⼈々の安全・安⼼・健康に貢献します

検査 分析 計測
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売上⾼構成と位置づけ

2016年3⽉期売上⾼（⾒通し）

1,060 

800 

150 

6,150 

2016年3⽉期
連結売上⾼
（⾒通し）

8,160億円

⽣物⽤顕微鏡

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

産
業
分
野

⼯業⽤内視鏡⼯業⽤顕微鏡 ⾮破壊検査装置 蛍光X線分析装置

研究 標本準備
培養⼯程 病理検査 教育

ミクロ検査 内部検査 ⾮破壊検査 素材分析
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既存商品群の⽣い⽴ち

ライフサイエンス分野 産業分野

⼯業⽤
内視鏡

⼯業⽤
顕微鏡

⾮破壊
検査装置

蛍光X線
分析装置

創業以来の事業
医療⽤
内視鏡
からの

スピンアウト

買収により
獲得

⽣物⽤顕微鏡



58%
42%

7

科学事業売上⾼⽐率

⽣物⽤
顕微鏡

⼯業⽤
顕微鏡

⼯業⽤
内視鏡

⾮破壊検査
機器

アジア ⽇本

⽶州
欧州/中東

/アフリカ

※ 2016年3⽉期売上⾼（⾒通し）をベースに作成

16%

32%
25%

27%

蛍光X線
分析装置

ライフサイエンス分野 産業分野
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顧客群と科学事業

商品群 顧客群 ⽤途

⽣物⽤顕微鏡

ライフ研究  ⽣命科学分野の研究

ウェットラボ  標本準備、細胞培養⼯程

クリニカル  病理診断

教育  医学・⽣物学教育機関



顧客群と科学事業
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商品群 顧客群 ⽤途

⼯業⽤
顕微鏡

⼯業⽤
内視鏡

⾮破壊
検査機器

蛍光X線
分析装置

インフラ
メンテナンス

 航空機・⾼速鉄道
 発電設備・⽯油化学プラント
 ⼀般構造物

製造
 製造⼯程中の品質管理
 ⽋陥分析
 素材研究

環境・
天然資源

 資源探査・採掘
 ⾦属・材料分析
 環境汚染検査
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現状認識
中期ビジョン（2013年3⽉期〜）期間中の振り返り

2013年3⽉期 2015年3⽉期 2016年3⽉期
（単位：億円） ⽬標⽔準 実績 ⽬標⽔準* 実績 ⾒通し
売上⾼ 970 855 1,080 1,039 1,060
営業利益 55 35 80 68 80
営業利益率 6% 4% 7% 7% 8%

施策 評価

プロダクトポートフォリオの積極拡⼤ △  ⼯業⽤デジタルマイクロスコープ、超⼩型ビデオスコープ、⾮破壊検査効率化の為の
ガイデッドウェーブ技術、細胞培養向け⾃動細胞カウンターなど新規導⼊

収益構造の改⾰ ○  不採算ビジネスからの撤退・売却、国内外の⽣産拠点合理化、販売組織の再編、資
産効率改善等の構造改⾰により営業利益率の改善を達成

新興国市場におけるシェア獲得 ○  インドの現地法⼈に販売体制構築
 ⼯業⽤内視鏡、X線分析装置、超⾳波⾮破壊検査装置などで普及型モデルを導⼊

顧客接点⼒強化 △  事業活動を商品群別から顧客群別体制に転換、7つの重点顧客群を設定し、戦略
実⾏に向けた体制が整いつつある

*⽬標⽔準は2012年6⽉中期ビジョン発表時の数値計画



商品群毎組織の個別最適集合体

 ターゲット⽤途・顧客の分散
 ⼀部商品群の技術・市場の

成熟化
 機能・業務の重複による⾮効率
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現状認識

全体最適による戦略とリソース配分

 ターゲット顧客明確化による開発・
販売効率の改善

 顧客視点でのソリューション提供
 機能・地域の枠組み全⾯⾒直しによ

るグローバル最適化推進
 成⻑領域への重点投資
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市場動向

分野 顧客群 市場動向（事業環境） 市場規模*
（成⻑率予測） シェア* 競合他社

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

ライフ研究
創薬、再⽣医療領域で観察から

解析へのニーズ拡⼤
国家予算に左右され易い

800〜
1,000億円

CAGR:1〜2%
約25%

 Zeiss（独）
 Leica （独）
 ニコン（⽇）

ウェットラボ
(細胞培養）

創薬、再⽣医療領域で細胞培養
サポートインダストリーの市場拡⼤
⾒込み（⻑期）

60〜80億円
CAGR:6〜7% 約35%

 Zeiss（独）
 Leica （独）
 ニコン（⽇）

*当社調べ（現時点）
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市場動向

分野 顧客群 市場動向（事業環境） 市場規模*
（成⻑率予測） シェア* 競合他社

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

クリニカル
（病理検査）

顕微鏡での組織病理ワークフロー
は確⽴しており、市場シェアは圧倒
的トップ

⾼齢化、がん治療の⾼度化に伴い
、検査市場全般で新技術による検
査⼿法の拡⼤が⾒られる

200〜300億円
CAGR:3〜4% 約60%

 Zeiss（独）
 Leica （独）
 ニコン（⽇）

教育  医学教育現場で、デジタル画像を活⽤した
教育システムの可能性が広がる

80〜100億円
CAGR:1〜2% 約35%

 Zeiss（独）
 Leica （独）
 ニコン（⽇）
 Motic（中）

*当社調べ（現時点）
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市場動向

分野 顧客群 市場動向（事業環境） 市場規模*
(成⻑率予測） シェア* 競合他社

産
業

インフラ
メンテナンス

 先進国インフラ⽼朽化、新興国の新規
建設
 航空機、⾼速鉄道の需要拡⼤継続
 検査技術者不⾜が深刻になっている

700〜900億円
CAGR:7〜8%

約35%  GE（⽶）

製造

 ⾃動⾞、航空、電⼒等の市場が⻑期的に
成⻑

 Industry4.0などに⾒られるプロセス効
率化が進む

1,000〜
1,200億円

CAGR:4〜5%
約25%

 GE（⽶）
 Zeiss（独）
 Leica（独）
 ニコン（⽇）
 キーエンス（⽇）

環境・
天然資源

 新興国のエネルギー・素材、先進国のエネルギー・
素材およびリサイクルニーズが⾒込める

 ⾷・環境の安全へのニーズ拡⼤
70〜90億円
CAGR:4〜5%

約25%
 ThermoFisher

（⽶）

*当社調べ（現時点）



本⽇のアジェンダ

1.事業概要のご紹介

2.現状認識

3.市場動向

4.事業戦略

5.⽬標･指標

17 2016/3/30 No data copy / No data transfer permitted



事業の強み（SWOT分析）
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強み

機会

弱み

脅威

 光学、イメージング、超⾳波、蛍光X線等の
⾼い技術⼒と品質

 各商品ともトップクラスの市場シェア
 グローバルに展開する販売、マーケティング、

サービスネットワーク

 新興国における社会インフラ建設、
および先進国における⽼朽インフラの
メンテナンス需要⻑期的増⼤

 航空機、⾃動⾞等の製造業での需要は継続
的拡⼤

 再⽣医療本格化に向けた新たなニーズの創⽣

 ⼀部商品での技術的成熟化
 ⼀部商品における製品及び販売

コスト増
 商品群別事業運営による機会喪失、

⾮効率

 代替技術の登場
 新興国の経済減速
 特定顧客群の盛衰

Ｓ
Ｏ

Ｗ
Ｔ
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基本⽅針

顧客群別のメリハリのある取り組みにより、継続的オーガニック成⻑と、
10%以上の営業利益を安定して確保

市場成⻑性と⾃社強みから特に期待できる顧客群において、積極的に
ポートフォリオを拡⼤（後述の数値⽬標にアドオン）

⻑期的成⻑に向け、創薬・再⽣医療向けのソリューション開発拡⼤



遠隔検査・省⼒モニタリング遠隔検査・省⼒モニタリング
市場ポートフォリオとソリューションの拡⼤
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製造製造

ライフサイエ
ンス研究
創薬⽀援

ライフサイエ
ンス研究
創薬⽀援

クリニカル
（病理検査）

クリニカル
（病理検査）

創薬・細胞培養
産業⽀援

創薬・細胞培養
産業⽀援

⻑期

対象市場の拡⼤
インフラ

メンテナンス
インフラ

メンテナンス

教育教育
ウェットラボ
（細胞培
養⽀援）

ウェットラボ
（細胞培
養⽀援）

既存
商品群
既存

商品群

既存
商品群
既存

商品群

5年

環境・
天然資源

環境・
天然資源

今回の中計の
範囲
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顧客群戦略の推進

この他、各BUによって様々なKPIのご設定があろうかと思います。
内容に応じて、⾃由に表現いただければと思います。

分
野 顧客群 市場動向

（事業環境） 当社の強み 戦略

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

ライフ
研究

 創薬、再⽣医療領
域で観察から解析
へのニーズ拡⼤

 ３次元、
マクロ観察
技術

 研究者との
接点

 グローバルな
販売・サービス
ネットワーク

 ⾼性能・
⾼信頼性

 脳神経、がん、幹細胞市場への
フォーカス、商品最適化

 創薬研究ワークフローへの
ソリューション提供

ウェット
ラボ

 創薬、再⽣医療領
域で細胞培養サポ
ートインダストリー
の市場拡⼤⾒込み

 培養市場との
接点

 細胞培養市場向けソリューション
拡充

 再⽣医療サポートインダストリー向け
技術開発
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細胞培養・再⽣医療サポートインダストリー市場への取組み

従来ソリューション
（細胞培養⼀般）

2016〜2018年
⾜場固め

2019〜2020年
ソリューション拡⼤ 産業市場に展開

再⽣医療産業化に向けた
対応

新規ソリューション
（再⽣医療研究）

再⽣医療研究向け製品
のラインアップを強化

倒立顕微鏡CKX53
Cell Counter Model R1

細胞培養⼯程全般に、事業のコア技術である画像取得、解析、データ管理を応⽤した
ソリューションを提供する。
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顧客群戦略の推進

この他、各BUによって様々なKPIのご設定があろうかと思います。
内容に応じて、⾃由に表現いただければと思います。

分
野 顧客群 市場動向（事業環境） 当社の強み 戦略

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

クリニカル

 顕微鏡を使った組織病理
ワークフローが確⽴してお
り、当社のシェアはトップ

 ⾼齢化、がん治療の⾼度
化に伴い、検査市場全般
で新技術による検査⼿法
の拡⼤が⾒られる

 ⾼い顕微鏡シ
ェアと病理医と
の接点

 グローバルな
販売・サービス
ネットワーク

 ⾼性能・
⾼信頼性

 診断⽀援技術の向上
 病理検査ワークフローへの
ソリューション提供

教育
 医学教育現場で、デジタ

ル画像を活⽤した教育シ
ステムの可能性が広がる

 医学、⽣物学
教育機関との
接点

 デジタル教育向けソリューショ
ン提供
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顧客群戦略の推進

この他、各BUによって様々なKPIのご設定があろうかと思います。
内容に応じて、⾃由に表現いただければと思います。

分
野 顧客群 市場動向（事業環境） 当社の強み 戦略

産
業

インフラ
メンテナ

ンス

先進国のインフラ⽼朽
化、新興国の新規建設

航空機、⾼速鉄道の需
要拡⼤継続
検査技術者不⾜が深刻

になってきている

 グローバル⼤⼿
顧客との接点

 グローバルな
販売・サービス
ネットワーク

 ⾼性能・
⾼信頼性

 検査品質向上
のためのソリュー
ション拡⼤

 ⾃動化ソリュー
ションの提供

 顧客群別
、業界別
販売体制
最適化

製造
⾃動⾞、航空、電⼒等の

市場が⻑期的に成⻑
Industry4.0などに⾒

られるプロセス効率化が
進む

 ⾼速・⾼信頼
性検査技術

 インテグレーショ
ン能⼒

 ⽣産性向上の
ためのソリュー
ション拡⼤

環境・
天然資

源

新興国のエネルギー・素
材、先進国のエネルギー
・素材およびリサイクルニ
ーズが⾒込める
⾷・環境の安全への

ニーズ拡⼤

 元素・素材
解析技術

 分析技術の適
⽤範囲の拡⼤

 新興国市場開
拓
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⽬標･指標（2021年3⽉末）

売上⾼ 1,300億

営業利益 130億円
（営業利益率 10%）

収益性改善の構造改⾰は実施済み
既存事業の選択的強化でオーガニッ

ク成⻑（右グラフ緑の部分）
商品・技術ポートフォリオの拡⼤で、

上乗せを狙う
（⾒通し） （⽬標⽔準）

855

1,060

1,300

35 80 130 
4%

8%

10%

0%

5%

10%

15%

0

500

1,000

1,500

2013年3⽉期 2016年3⽉期 2021年3⽉期

売上⾼ 営業利益 営業利益率(億円) 利益率




